
公開特別シンポジウム 

言語学から見た子どもの英語習得 

An introduction to the linguistics of Japanese children’s English learning 

 

 

シンポジウム趣旨： 

「自分が英語が苦手なので、子どもには英語を出来るようになって欲しい」と語る日本人の親は多い。

多くの人は、子どもの方が言語の習得に有利であり、小さいころから英語学習を始めれば、より高いレ

ベルの英語力を獲得できるのではないかと期待している。今回の公開シンポジウムでは、研究で得られ

てきたデータを一般の人にも分かり易く紹介し、日本人の子どもの英語習得の本当の姿がどのようなも

のなのか議論する。具体的には、小学校における英語教育、海外におけるバイリンガル発達、インター

ナショナルスクール、「おうち英語」などの事例を取り上げ、一般の人からの率直な疑問に答えていきた

い。 

 

 

講演者および講演題目： 

1.尾島 司郎（早稲田大学）「小学生の大規模脳科学研究で見えてきた英語学習開始年齢と接触時間

の影響」 

2. 柴田 奈津美（専修大学）「インターナショナルスクールと『おうち英語』の学習環境・国語力」 

3. 三浦 篤史（早稲田大学）「どのくらい流暢に話せるのか？インター・『おうち英語』・大学生を比

較して」 

4. 広瀬 友紀（東京大学）「子どもは英文法知識をどのように習得していくか？（1）—Wh疑問文と関

係節に着目して—」 

5. 田中 広宣（東京大学）「子どもは英文法知識をどのように習得していくか？（2）—複雑な名詞句

を使うようになるまで—」 

 

司会・趣旨説明： 尾島 司郎（早稲田大学） 
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小学生の大規模脳科学研究で見えてきた英語学習開始年齢と接触時間の影響 

尾島 司郎 （早稲田大学） 

 

英語圏に移住して何年も生活する場合、幼少期に移住した方が最終的な英語力が高いというデータがあ

る。一方で、日本において英語は外国語であり、早く学び始めたとしても、コンスタントに触れ続ける

のが難しいことも多い。この発表では、日本人小学生 500人以上を対象に 3年間にわたって実施された

大規模な研究を紹介し、英語学習の開始年齢やトータルの英語接触時間が小学生の脳反応や英語力にど

のように関係するのかを議論する。ここで見えてきたのは、日本で外国語として英語を学ぶ場合、単純

に早く始めるほど良いとも言い切れない、学習開始年齢とトータル接触時間の複雑な関係である。 

 

 

 

インターナショナルスクールと『おうち英語』の学習環境・国語力 

柴田 奈津美 （専修大学） 

 

日本において、子どもが高い英語力を身につける事例の１つにインターナショナルスクールに通う子ど

もたちが挙げられる。このような英語を共通言語とする学校に通う以外に、家庭で英語環境を作り出す

ことで、高い英語力を身につける子どもたちがいる。この発表では、インターナショナルスクールに通

う子どもたちと「おうち英語」で英語を学ぶ子どもたちの学習環境について比較する。また、こういっ

た幼少期から長時間英語に接している子どもたちは、母語である日本語の国語力には影響があるのかに

ついて、実際に行った国語テストの結果を用いて議論する。 

 

 

 

どのくらい流暢に話せるのか？インター・『おうち英語』・大学生を比較して 

三浦 篤史 （早稲田大学） 

 

「英語を流暢に話せるようになりたい」という目標を持ち英語学習を進める学習者は多い。さらに、多

くの英語検定試験や入学試験でスピーキング問題が導入され始めており、スピーキング能力の向上に社

会的関心が集まっている。この発表では、「おうち英語」で英語を学ぶ子ども、インターナショナルスク

ールに通う子ども、一般的な英語学習を行ってきた大学生の英語スピーキングを比較し、それぞれの学

習者にどういった発話の特徴があるのか議論する。また、英語を流暢に話せる学習者はどういった活動

を取り入れているのかという点についても議論を進める。  
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子どもは英文法知識をどのように習得していくか？ 

（1）—Wh疑問文と関係節に着目して— 

広瀬 友紀 （東京大学） 

 

Wh-疑問文や関係節など、文を構成する要素が本来の位置と異なる場所に置かれる構文は、英語初学者

にとって直感的に理解しにくいことが多い。そのなかでも目的語要素が移動した文は、主語のそれに比

べ、英語母語話者においても獲得に時間がかかり、また成人母語話者にとってもより負荷が高いとされ

る。本発表では、英語圏の自然な環境で英語習得を開始した年少日本語母語話者に対して数年にわたっ

て縦断的に行った Wh-疑問文と関係節の理解および産出課題の結果を紹介する。またこれら構文につい

て明示的な教示を伴わない条件下での習得過程を長期的に観察した記録も併せて報告し、英語母語話者

や、成人第二言語学習者について先行研究で得られている知見と比較する。 

 

 

子どもは英文法知識をどのように習得していくか？ 

（2）—複雑な名詞句を使うようになるまで— 

田中 広宣 （東京大学） 

 

過去の第二言語習得研究では，学習者はある一定の発達段階をたどりながら文法を習得していくことが

明らかにされてきている。本研究では，数ある文法事項の中でも，総合的言語発達を下支えしていると

考えられる名詞句の習得に着目する。英語における名詞句は，その特性から多様な構造を持ちうるが，

とりわけ関係節による後置修飾を含む名詞句構造は習得が困難であることが広く知られている。本発表

では，英語圏の自然な環境で英語習得を開始した日本語を母語とする子ども 1名の発話を数年にわたっ

て縦断的に記録したデータを対象に，どのようなプロセスを経て名詞句の習得が進み，関係節を含む複

雑な名詞句が産出されるようになるのかを分析した結果を報告する。 
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